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①ボランティア・パスポート
　平成 28年度から「ボランティア・パスポート入門」を
開講。主体的に地域と関わり、地域の課題に挑戦する仕組

みとして、学生にボランティア・パスポートを配布し、ボ

ランティア活動の記録を残す。40時間の活動記録を集め
ることが単位取得の要件であるが、単位取得後は、さら

に 40時間従事する毎にパスポートの色が変化（写真 1）し、

段階的に学長や徳島県知事の表彰が受けられる。本年度は

96名の学生が履修した。

②地域理解のための教育科目
　地域の文化や地域への理解・愛着を深めるための地域志

向科目を設定し、入学者全員が履修している。前掲の「ボ

ランティア・パスポート入門」をはじめとする地域科学教

育科目群（教養教育）のほか、当該科目群以外の教養教育

科目、一部学部の専門教育科目から選定した。

③専門教育プログラム
　徳島県で新たな雇用創出と学生の就職率の向上が期待さ

れる 4つの分野（次世代技術関連、地域医療・福祉関連、
6次産業化関連、地域づくり・観光・ICT関連）を設定。
全ての学部において、各学部のカリキュラムの中から、対

応する分野に必要な専門分野の知識・理解に関わる科目を

パッケージとして編成し、開講した。

事業の概要

1.事業の目的
　日本が直面する最重要課題は地方の人口減少問題の克服

であり、そのためには地方に雇用を創出して地方への人の

流れを作り、「東京一極集中」の是正に取り組む必要がある。

地方国立大学は、地方における知の拠点として産学官の力

を結集した地域の産業振興 ･雇用創出や、地域の高等教育

機関との連携による地域が求める人材育成の中核としての

使命を果たさなければならない（平成 26年 11月「まち・
ひと・しごと創生法」、同 12月「長期ビジョン」「総合戦略」
閣議決定）。

　そこで、平成 27年度に採択された地（知）の拠点大学
による地方創生推進事業（COCプラス）「とくしま元気
印イノベーション人材育成プログラム」を推進することに

より、地方創生の中心を担う人材の育成に取り組むととも

に、学生の県内就職率の増加を図る。

2.事業の取組状況
【本学における教育カリキュラムの改革】
　徳島県内に就職して地域の産業振興と課題解決に積極的

に参画する「元気印イノベーション人材」を育成するため

に、必要となる能力と確信を付与する教育カリキュラム「と

くしま元気印イノベーター教育プログラム」の開発・実施

を進めている。

　具体的には、地域と主体的に関わるための教育「ボラン

ティア・パスポート」、入学者全員が履修する「地域理解

のための教育科目」、専門分野の知識・理解を深める「専

門教育プログラム」、職業人意識とコミュニケーション力

を育成する「寺子屋式インターンシップ」等のプログラム

を開発し、平成 28年度以降入学の学生が履修できる体制
を整えた。所定の単位を取得したプログラム修了生（希望

者）には学長名の修了証を授与することとしている。

 COCプラス推進本部事業

とくしま元気印イノベーション人材育成プログラム
事業のポイント
■ 平成27年度～令和元年度において、地（知）の拠点大学による地方創生
推進事業（COCプラス）「とくしま元気印イノベーション人材育成プログラ
ム」に取り組んだ。本年度からは本学及び参加校が培った事業を発展・継
続させた。
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④寺子屋式インターンシップ
　昨年度に引き続き、事前学習からインターンシップ、事

後の振り返りまで「課題・レポート・ディスカッション」

を繰り返す「寺子屋式指導法」によるインターンシップ「実

践力養成型インターンシップⅠ・Ⅱ」を教養教育科目とし

て開講した。本年度のインターンシップは新型コロナウイ

ルスの影響が見込まれていたため、当初よりオンラインで

進めていくことを想定しプロジェクトを設計した。学内教

職員 3名がドン（学内メンター）として参加するとともに、
19名の学生が 4機関で課題に取り組んだ（写真 2）。

　また、医学部、歯学部、薬学部の一部の学科における学

外実習科目を、地域において実践的に専門の学びに取り組

む科目として位置づけ、寺子屋式指導法により実施した。

【関連団体との連携事業】
① 事業参加校による共同授業の実施
　令和 2年 8月 20日、21日、24日に渡って、COC＋
参加校で連携して開催する共同授業「徳島の魅力、徳島で

働く」を実施し、「徳島県の将来ビジョン」と「徳島県で

働く・暮らす」の 2つの観点を学生に伝えることを目的
に、地域の様々な分野で活躍する企業やNPO、行政など
のリーダーを講師に迎えて、地域社会の将来ビジョンを、

さらに地元で活躍する若手OB、OGから自らのワークラ
イフバランスや仕事のやりがいを語っていただいた。なお、

本授業は、複数の参加校の学生が正課の授業として導入し

て4年目となる。今年度は新型コロナ感染拡大防止のため、
オンラインでじゅ業を行った。3日間で、徳島大学生、四
国大学・四国大学短期大学部生、徳島文理大学生、阿南工

業高等専門学校生のべ 514名が受講した。
② 「徳島で活躍する未来の戦力誘致･育成プロジェクト」学生 

    ×企業のコラボミーティングの実施
　徳島県、阿波銀行、徳島大正銀行、徳島信用金庫、阿南

信用金庫、財務省四国財務局・徳島財務事務所、財務省関

東財務局東京財務事務所と連携し、未来へと繋げたい徳島

県内企業と徳島県内学生のマッチングイベントを実施し

た。（2月 20日）

3. 事業実施による成果と今後の展開
【本学における教育カリキュラムの改革】
　COC+事業期間（平成 27年度～令和元年度）における
各種取組の実施結果を踏まえたうえで、さらなる内容の改

善・充実を図った。本学教職員の理解と協力の下、インター

ンシップの推進や企業ガイダンスをはじめとする各種イベ

ントの開催・実施など、順調に進んでいる。

　今後は、各種プログラムの教育効果を検証しつつ、より

効果的な教育手法の開発を進めると同時に、教員間で情報

共有し、ブラッシュアップを重ね、それら手法の学内定着

化を図ることとしている。

【関連団体との連携事業】
　現 52協力機関で「コンソーシアムとくしま」を設立し、
事業協働地域内の連携をさらに強化していく。事業期間終

了後も本取組を発展的に継続実施するため、運営体制の整

備に向け、現 52協力機関で「コンソーシアムとくしま」
を設立し、事業協働地域内の連携をさらに強化することと

している。 （写真2）インターンシップ中間報告会

共同授業

（写真1）パスポートの3段階変化


